
　

２
月
13
日
に
開
催
し
た
「
梅
ま
つ
り
」
の
川
柳
・
俳
句
・
短
歌
大
会
に
は
、

川
柳
１
５
７
句
、
俳
句
２
８
３
句
、
短
歌
63
首
と
、
た
く
さ
ん
の
作
品
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
大
賞
・
入
賞
と
な
っ
た
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。
（
敬
称
略
）

大
賞

　

分
水
へ
民
の
こ
こ
ろ
が
束
に
な
る　
　
　

宇
高
瑞
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

入
賞

　

梅
の
花
命
の
色
で
咲
き
誇
る　
　
　
　
　

河
渕
カ
ズ
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

梅
の
枝
真
っ
先
に
春
キ
ャ
ッ
チ
す
る　
　

新
名
小
夜
子
（
神
拝
甲
）

　

生
か
さ
れ
て
生
き
て
笑
顔
に
香
る
梅　
　

林　

マ
キ
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

大
賞

　

と
め
ど
な
く
湧
く
打
抜
の
水
を
も
て
今
日
も
出
荷
の
大
根
洗
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴻
上
澄
子
（
古
川
甲
）

入
賞

　

石
鎚
の
山
は
吹
雪
い
て
影
も
な
し
僅
か
に
茜
西
空
に
さ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

　

石
鎚
山
を
茜
に
染
め
て
日
の
出
ず
る
瞬
間
を
見
る
此
の
道
が
好
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
野
淳
子
（
小
松
町
新
屋
敷
）

　

弘
法
水
両
掌
に
掬
ひ
春
暁
の
石
鎚
山
を
拝
み
つ
つ
飲
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田　

正
（
玉
津
）

大
賞

　

穏
や
か
に
人
憶
う
日
や
梅
ふ
ふ
む　
　
　

大
森
妙
子
（
明
屋
敷
）

入
賞

　

新
雪
を
重
ね
石
鎚
山
威
儀
正
す　
　
　
　

青
野
カ
ツ
子
（
神
拝
甲
）

　

う
ち
ぬ
き
の
水
に
た
わ
む
る
雀
の
子　
　

髙
塚
靖
樹
（
大
町
）

　

借
景
に
石
鎚
山
を
据
ゑ
梅
日
和　
　
　
　

日
野
孝
子
（
氷
見
乙
）

　平成４年から３期12年の長
きにわたり、東予市議会議員
として市政運営に参画され、
この間、各施設の整備に尽力
され、市政の伸展と住民福祉
の増進に多大な貢献をされま
した。

　昭和17年から40年余の長き
にわたり、学校教育に携わり
児童生徒の教育と健全育成に
努力されるとともに、義務教
育の伸展に多大な貢献をされ
ました。

市
道
石
鉄
線
の
補
修
に

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
活
用

　

平
成
22
年
度
の
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を

活
用
し
、
沈
下
や
舗
装
の
は
く
離
な
ど
、
老
朽
化

し
て
い
た
市
道
石
鉄
線
を
補
修
し
ま
し
た
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
「
発
電
用
施
設

周
辺
地
域
整
備
法
」
に
基
づ
き
、
発
電
用
施
設
の

周
辺
地
域
に
お
け
る
公
共
用
施
設
の
整
備
等
を
促

進
し
、
地
域
住
民
の
福
祉
の
向
上
を
図
り
、
発
電

用
施
設
の
設
置
・
運
転
の
円
滑
化
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
国
か
ら
交
付

金
を
受
け
て
道
路
整
備
な
ど
を
行
う
も
の
で
す
。

　

本
市
に
は
、
４
カ
所
（
加
茂
・
大
保
木
・
兎
之

山
・
黒
瀬
）
に
水
力
発
電
施
設
が
あ
る
た
め
、
こ

の
交
付
金
を
受
け
て
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
商
工
労
政
課　

産
業
政
策
係

　

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
２
０

▲平成22年度中に整備した市道石鉄線

施工個所

市道石鉄線

240ｍ

黒瀬湖
黒瀬ダム黒瀬ダム

￥
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